
 
 

 
 

 
豊かなみどりの中で誰もがスポーツを楽しめるまち 

 
 

●５年後（平成35年度末）の目標 

スポーツ施設の整備を進め、多くの人が参加できるイベントを充実し、誰

もが身近な場所でスポーツを楽しめるまちを実現 

 
●現状・課題 

区では、これまで様々なスポーツ施設を積極的に整備してきました。体育館やプール、運
動場、庭球場などの施設は、都内有数の規模を誇ります。これらの施設では、練馬区体育
協会や練馬区レクリエーション協会、総合型地域スポーツクラブなどのスポーツ団体をはじめ、
区⺠の活発なスポーツ活動が⾏われています。こうしたスポーツ団体との協働により、区⺠
体育大会や練馬こぶしハーフマラソン、ユニバーサルスポーツフェスティバルなど、多くの人が参
加できるイベントを開催しています。 

平成31年4⽉、区で初めての公認陸上競技場を備えた練馬総合運動場公園がオープ
ンします。また、ラグビーワールドカップ2019日本大会や東京2020オリンピック・パラリンピック
競技大会は区⺠がスポーツに親しむ絶好の機会となります。この機会を捉え、より多くの人
にスポーツを楽しんでいただくため、誰もが参加できるイベントの充実などに取り組む必要があ
ります。 

東京2020大会では様々な競技種目が新たに加わります。区としても、多様化する競技
種目に対応した施設の整備を検討する必要があります。既存体育館のバリアフリー化や空
調など設備環境の改善も課題です。 
 
●５か年（平成31～35年度）の取組 

１ 練馬区初 公認陸上競技場「練馬総合運動場公園」 
平成31年４⽉オープンの練馬総合運動場公園は、全天候舗装のトラック、多目的に

利⽤できる人⼯芝グラウンドを備えた区の中核的スポーツ施設です。練馬区体育協会な
どのスポーツ団体と協⼒し、主要な大会やイベントに活⽤していきます。トップアスリートや
中高生の公認記録会を新たに開催します。公園としての機能を活かし、自然の中で気軽
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にジョギングやウォーキング、ボール遊びなどを楽しめる場として、区⺠に広く開放します。 
 

２ 区⺠ニーズを踏まえたスポーツ施設の整備 
区⺠ニーズを踏まえて、誰もがスポーツを楽しめる施設を整備します。⾞椅⼦テニスに

適応した大泉さくら運動公園庭球場の新設、大泉学園町希望が丘公園多目的運動
広場の人⼯芝化と照明設備の設置などに取り組みます。体育館は、⾞椅⼦でも利⽤し
やすいアリーナ床への更新や空調機の設置を進めます。新たな競技種目に対応した施設
の整備も検討していきます。 

 

３ ユニバーサルスポーツフェスティバルの充実 
地域体育館などへ取組を広げ、パラリンピック種目のボッチャなどを多くの区⺠が体験で

きるようにします。地域展開を進めるためには、運営を支えるスタッフの充実が必要です。
スポーツ団体や障害者福祉施設と連携しながら、人材の確保、育成を進めます。 

 

４ 東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会に向けた取組 
区⺠がオリンピアン・パラリンピアンなど⼀流選⼿と触れ合うイベントの開催や競技種目

の紹介などにより、東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会に向けて、機運醸成に
取り組みます。また、世界都市農業サミットや（仮称）ねりまワールドフェスティバル、練
馬薪能などのイベントを通じてＰＲを⾏います。ボランティア募集、聖火リレーの実施など、
大会組織委員会や東京都の大会準備・運営に協⼒していきます。 

 
  


